
  9 28 水

第30回

メノポーズカウンセラーの

皆さんのお力を貸してください！

LGBTQ+（※）の人たちは、偏見や差別のみならず、様々な健康リスクにさら

されやすいことをご存じでしょうか。医療従事者の「性の多様性」に関する知

識不足や配慮の欠如は、LGBTQ+の人たちの医療アクセスへの大きな障

壁となっています。自らの経験に基づき、トランスジェンダーの医療に特化し

た啓発・活動を続けている講師の岩井紀穂先生に、具体的に医療の現場で

どのような問題が起きているか、解決に必要なことは何か、お話いただきま

す。多様性の時代、どんなセクシャリティの人でも安心して医療を受けられる

環境づくりを、ぜひ一緒に学びましょう。

※LGBTQ＋とは、L＝レズビアン、G＝ゲイ、B＝バイセクシャル、T=トランス

ジェンダー、Q＝クィアあるいはクエスチョニング、＋（＋）＝そのほかのセク

シャルマイノリティのこと。

岩井紀穂先生
（VISION  for Transgender 代表））

いわい・かずほ●出生時に与えられた性別は
「女性」だったが、幼少期から自らの性別に違和
感を抱き、現在は自認の「男性」として生きてい
る。20代からレズビアン＆ゲイカルチャーの活
動を始め、2003年よりトランスジェンダーとして
の活動を本格化。2019年「パートナーシップ制
度」導入を求め、埼玉県全域に向けた活動を
行っている。

2022年9月28日（水）19:30〜21:00
今回はオンライン参加のみ

オンライン参加 1,500円（銀行振込）

 オンライン参加 50名（申込順）

メノポーズカウンセラー認定得点 0.25点

このページはテンプレートです

必ずこのファイルをコピー したスライ
ドを編集してください。テンプレート
ファイルを編集すると元に戻せなくな
る可能性があります。

編集可能箇所はスライド２を参考に
してください。

その医療、
LGBTQ＋フレンドリーですか？


